









































第 1章 序論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
第 1節 研究目的と方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1                             
第 2節 研究課題の歴史的な背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3                         
第 3節 茶道文化論 と茶芸論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26                           
第 4節 『茶の本』から今日の茶文化研究へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36   
 
第 2章 台湾の日本植民時期の日本・台湾茶文化 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 
第 1節 喫茶習慣からみる日本・台湾茶文化交流・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 
第 2節 茶道具からみる日本・台湾茶文化比較・・・・・・・・・・・・・・・・・ 75   
 
第 3章 家元・茶会・茶文化交流活動についての考察 ・・・・・・・・・・・・・・ 96 
第 1節 家元制度からみる日本・中国・台湾の茶文化比較・・・・・・・・・・・・ 96    
第 2節 茶会からみる日本・中国・台湾の茶文化異同と交流・・・・・・・・・・・101  
第 3節 茶文化交流活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121   
 
第 4章 茶道具に関する考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・141
第 1節 中国唐・宋時代茶道具からみる抹茶道道具・・・・・・・・・・・・・・・141 
第 2節 煎茶の起源に関する検証・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・159 
第 3節 煎茶道道具の変遷に関する考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・167 
文末資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・184 
 
第 5章 中国における茶芸作法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・193 
第 1節 工夫茶に関する考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・193   
第 2節 茶館の歴史と形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・211 
 第 3節 中国における茶芸作法と分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・225 
  
第 6章 台湾茶芸作法に関する考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・238 
第 1節 茶芸形成の背景考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・238  





第 7章 日本の点前と作法の総合比較 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・269 
第 1節 茶道の作法と分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・269   
第 2節 煎茶道の作法の比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・280   
第 3節 作法の総合比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・285 
文末資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・298 
 
第 8章 結論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・309 
第 1節 本研究のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 309 
第 2節 今後の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 319 
 
参考文献一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・320 














































第 1章 序論 
 


























































































































































































































































































































































































































































































































        
図 1－3：清代宮廷茶宴「三清茶」に使用された蓋碗54  図 1－4：現代の蓋碗（2014） 
©柯一薰 











































































年の 11万トンから 2011年の 162万トンまで成長した。70年代以前、中国の茶葉市場は計画
経済であったが、1985 年の改革開放直後から 90 年代初期までに、茶葉の生産量は年間 8％
以上のスピードで成長した。その後、茶葉市場は自由市場に転化した。国際市場においては、
茶の過大供給という問題と、世界各国の農業・貿易規制によって中国は外国市場へのアクセ
スが困難という問題があった。1955 年の生産量は 11 万トンであったのに対し、輸出量は 3


























































































































































































































































































































従来の茶道研究史について、熊倉は大きく分けて 3 つのタイプがあると述べている。第 1
は、茶人自身の自己学習の成果を著わしたもの、第 2は、茶の世界の外から、茶道批判のた
めに行われた茶道研究、第 3は、日本文化研究を志向する研究者が、その素材として茶道を



































































































































































































































































































第 4節 『茶の本』から今日の茶文化研究へ 
 


















































































































































































































第 3章第 1節 
2010年度台湾日本語文学国際学術研討会「日、中、台茶文化発展における家元制度の考察
について」（口頭発表・2010年 12月 18日） 
第 3章第 3節・第 6章第 1節 
（国内全国大会）日本比較文化学会 第 32回全国大会「東アジア茶文化比較研究―日本と
台湾の交流と影響」を発表する。（口頭発表・2010年 6月 12日） 
第 2章 
「東アジア茶文化比較研究」『国際日本研究第二号』、筑波大学人文社会科学研究科国際
日本研究専攻、2010年 3月 30日、183－221ページ 
「日本統治時期の台湾における茶道具の受容について」『比較文化研究』、日本比較文化





3 Uwe Flick（小田博志監訳）『質的研究入門』、春秋社、2011年、148－154ページ。 
4 同上、180－188ページ。 
5 常璩（任乃強編）『華陽國志校補圖注』、上海古籍出版社、 1987 年。 
6 原本の「巴志総序」の第 2章の内容は『華陽國志校補圖注』により再編された。 
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年 10月 1日、「はじめに」2ページ目。 
51 同上、158ページ 
52 本名は滕軍。 













60 周鐘瑄『諸羅縣志』（成書時期 1717年）臺灣銀行經濟研究室編『臺灣文獻叢刊 第一四一種
諸羅縣志』、臺灣銀行、1958年。 
61 張宏庸『台湾茶芸発展史』、晨星出版社、2002年、24ページ。 















                                                                                                                                                     
68 高橋、前掲、421－432ページ。 
69 1977年に中国民族学会理事長の婁子匡より提出（范 2002、18ページ）。 
70 HenryH.H.Remak。アメリカ研究者であり、比較文学とほかの領域との関連性を主張する方
法論を唱えた。 






























                                                                                                                                                     










97 『論語』里仁篇三：「子曰参乎 吾道一以貫之哉 曾子曰 唯 子出 門人問曰 何謂也 
曾子曰 夫子之道 忠恕而己矣」。 














108 福沢諭吉が「時事新報」紙上に掲載した社説「脱亜論」（1885年 3月 16日）。 
109 柄谷行人の高麗（コリョ）大学 100周年記念学術大会の文化分科における「東アジアの理






                                                                                                                                                     
113 堀岡、前掲 『岡倉天心考』、140ページ参照(出所：The 
Athenaeum,London,October,1906. )。 
114 岡倉（富原芳彰訳）、前掲『東洋の理想』29ページ。 
115 堀岡、前掲 『岡倉天心考』、117ページ参照 














第 1節 喫茶習慣からみる日本・台湾茶文化交流 
 
本節では、台湾において、中国から継承した茶文化が日本との交流、影響を受け、どのよ































之茶業』は、日本植民時期最大の茶に関する雑誌であった。台湾日日新報 1923年 8月 13日










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































          












        



































































 図 2-9：記念品としての茶杯第 1例102 
  

































     













         
 図 2-15：苗栗窯場策の茶杯109    図 2-16：京焼風の茶杯110 





炉、冬の炉と使い分け、風炉は大体 5月初旬、立夏（5月 5日頃）前後から 11月初旬、立冬
































われる。図 2-17は日本製品（昭和 19年）であり、図 2-18は台湾苗栗窯場の製品である。日
本植民時期以前に台湾の陶器製造技術は未熟であったが、こちらの日本植民時期に製造され
たものは釉薬の使用や形など日本からの影響が見られる。 
         
図 2-17：日本製の火鉢（2012）©柯一薰     図 2-18：台湾苗栗窯場の火鉢112 















2-19 は『茶器図解113』により記録されている『茶経』の漉水嚢114であり、図 2-20 は、日本
植民時期に見られた水を濾す道具である。 
           

























      
 図 2-21：日本植民時期の湯冷まし117  図 2-22：日本の現在の湯冷まし118 
      





















            
図 2-26：伝統的な湯呑（2014）©柯一薰 図 2-27：茶道の茶碗（2014）©柯一薰   
 









図 2-29：飛天急須（2014）©柯一薰  図 2－30：畳の空間のある台湾の茶芸館122 
                 （2011）©柯一薰 
                                
また、現代の茶芸館では、一軒の茶芸館の中に二つのスタイルの茶室が取り入れられた例




     
図 2-31：台湾の茶芸館123（2011）©柯一薰  図 2-32：台湾の茶芸館（2011）©柯一薰 










                                                   
1 この言葉の定義について説明する。日清戦争終了時に締結された講和条約（下関条約）に


















究所農業部彙報 1 号が大正 11 年（1922 年）に提出されていることを考えると成立も同時期
と考えられる。 
3 須田一二三（編）「世界各博覧会への偉大な経糸済施設貿易の王座を専務」「はじめ制四






１４号）」において１丈３尺を１戈として、1 辺 25（325 尺）戈の正方形の面積は 1 甲と定
義されている。1甲=9699.26538 m2 。     
8 張宏庸『台湾茶芸発展史』、晨星出版社、2002年、276ページ参照。 
9 松尾宗幽「松尾流茶道」『臺灣日日新報』明治 36年（1903年）11月 3日 15版。 
10 田澤熊古「裏千家茶道」『臺灣日日新報』明治 36年（1903年）11月 3日 15版。 
11 「茶道宗匠の気焔」『臺灣日日新報』明治 41年（1908年）4月 12日。 
12 （記事タイトルなし）『臺灣日日新報』明治 42年（1909年）8月 17日。 
13 「臺北の茶道界」『臺灣日日新報』明治 45年（1912年）3月 24日。 
14 同上。 
15 同上。 
16 「茶道速水流の總務所設置」『臺灣日日新報』昭和 6年（1931年）3月 19日。 
17 『臺灣婦人界』1934年十月号。図のタイトルは写真の原題名である。 
18 「總督官邸に於ける全臺詩人の茶話會」『臺灣時報』大正 10年（1921年）11月号。 
19 『臺灣時報』大正 13年（1924年）10月号。 
20 本文章の主要題名は「地方通信―花蓮港廰分會便り」ということで、「来花」というのは
花蓮（台湾の東部地方にある）に来ることである。 
21 「地方通信―花蓮港廰分會便り 講話會開催二月二十三日」『臺灣愛國婦人新報』昭和 11
年（1936年）5月 30日。 
22 『臺灣日日新報』昭和 14年（1939年）3月 9日、11日、12日、14日（4期連載）。 
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23 『臺灣日日新報』昭和 15年（1940年）2月 4日。 
24 『臺灣時報』昭和９年（1934年）７月号。 
25 「樂壇百面相」『臺灣藝術新報』、昭和 11年（1936年）12月 1日。 
26 「花山帳」『臺灣商報』、明治 34年（1901年）6月 7日。 
27 「茶と日本文化―煎茶の風味に就いて」『趣味の臺灣』、昭和 9年（1934年）3月 1日。 
28 「警察官と情操教育」『臺灣警察時報28』、昭和 12年（1937年）7月 12日。 
29 婦人を対象とした雑誌内容について、本稿で主要参照文章： 
「悲報」『臺灣愛国婦人新報』、昭和 12年（1937年）4月 30日。 
「落語 雪夜の茶」『臺灣愛国婦人』、大正 4年（1915年）1月 1日。 
「茶の湯獨習（第六十七）」『臺灣愛国婦人』、大正 4年（1915年）10月 1日。 
「推薦された婦人の圖書」『臺灣婦人界』、昭和 12年（1937年）8月 1日。 
30 數見鐵太郎「煎茶」『臺灣日日新報』昭和 36年（1903年）15版。 
31 「臺南喫茶状況」『漢文臺灣日日新報』明治 39年（1906年）11月 6日。 
32 日本語として「正喜選」とする。 
33 「無絃琴」『臺灣日日新報』大正 5年（1916年）2月 1日 2版。 
34 「梅屋敷の煎茶式」『臺灣日日新報』明治 44年（1911年）2月 28日 7版。 
35 「煎茶會」『臺南雑信３版』明治 44年（1911年）3月 7日。 
36 明治 24年（1891年）3月 24日公布の法律第 3號の中の度量衡第 5條において、1斤 = 160
匁 = (正確には)600グラムとされた。台湾において、１斤は台斤のことを示し、1台斤 = 600
グラムと見積もることができる。 
37 「新山堂の煎茶と陳列」『臺灣日日新報』明治 44年（1911年）10月 24日 7版。 
38 「如雪庵の煎茶式」『臺灣日日新報』明治 44年（1911年）11月 20日 3版。 
39 「無絃琴」『臺灣日日新報』大正 5年（1916年）2月 19日 2版。 
40 『臺灣の社會教育』1940年、序文 4ページ。 
41 同上。原題名は「神拝」である。 





45 「茶、就中煎茶に就て（五）」『無影樹』昭和 6年（1931年）7月 5日 79号。 
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51 「茶、就中煎茶に就て（二）」『無影樹』昭和 6年（1931年）6月 5日 78号。 
52 同上。 






57 「歳末の贈答品茶と煙草と家族遊戲の道具」『臺灣日日新報』大正 5年（1916年）12月 9
日 7版。 
58 『台湾之茶業』 v012巻 n006期、1928年 10月。29日、18ページ。 
59 同上、21ページ。 
60 「銚子の臺灣茶喫茶館」『臺灣日日新報』大正 4年（1915）3月 3日 7版。 
61 台湾のバイワン族（台湾先住民のうちの 1つ）の知本人や射馬干人が製作したものである。 
62 宮原敦『臺灣日日新報』1936年（昭和 11年）6月 14日 4版。 
63 大村きく「蕃器を取り入れて風土に適した茶道」『臺灣日日新報』昭和 16年（1941年）8
月 2日 3版。 
64 『臺灣日日新報』昭和 2年（1927年）1月 7日。 
65 『台湾日日新報』昭和 13年（1938年）2月 17日、2月 18日。 
66 茶の愛好者としての意味である。必ずしも日本の宗匠のようなプロや茶を職業とする意味
ではない。 
67 国学導航 http://www.guoxue123.cn/tw/02/094/011.htm最終閲覧 2014年 8月。 
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77「編輯謄錄」『臺灣日日新報』大正 7年（1918年）1月 7日。 
78「詩壇」『臺灣日日新報』昭和 11年（1936年）2月 18日。 
79 周高起『陽羨茗壺系』鄭培凱・朱自振主編『中國歷代茶書匯編 校注本上』、商務印書館、
2007年、511－523ページ収録。 












82 千宗室『初歩の茶道 割稽古』、淡交社、1976年、12ページ。 
83 「臺日漢詩壇」『臺灣日日新報』昭和 14年（1939年）8月 25日。 
84 原本には「経」の話をするとあるが、句の最後「魚眼才生蟹眼浮」という表現は茶経の内
容を引用することで客たちとの会話は『茶経』の話と推論する。 
85 千宗室、前掲『初歩の茶道 割稽古』、17ページ。 















































第 3章 家元・茶会・茶文化交流活動についての考察 
 
































































































































































































































床 色紙類 一路平安 ヤン フォンタイン 博士筆 
花 時のもの 
花入れ カップ アルジェリア 
ポット 銀ティーサーバー モロッコ 
ポット敷き 銀ティーサーバーセット モロッコ 
盆 独楽編み マスタークラフタ― エンオット・ムキーゼ造 南アフリカ 
薄器 タジン型 フェズブルー文 モロッコ 
茶杓 ウッドのスプーン ケニヤ   
茶碗 スカラベ（コガネムシ）色絵 南アフリカ 




茶 雲井の白 三丘園詰 
菓子 ミニ ペルギーワッフル ドライ アップル 
（実際の配置は図3－1、図3－2を参照） 
         










         







    
図3－5：アジアテーブル第1例（2011）   図3－6：アジアテーブル第2例（2011） 


















席 名 第 1日目（19日） 第 2日目（20日） 
1．有声軒 織田流 蕉風流 
2．東方丈 松莚流 売茶流 
3．西方丈 静山流 雲井流 
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4．五雲居 薫風流 松風流（名古屋） 
5．双鶴亭 方円流 黄檗東本流 
6．禅堂書院 黄檗弘風流 松風花月流 
7．別館 大光の間 文房流 松香庵流 
8．別館 華光の間 瑞芽庵流 静風流 
9．法堂（北） 不流茶叙奇古堂 不流茶叙奇古堂 
10．法堂（南） 知足庵流 羽楽流 
11．法堂前（南） 台湾茶席    小笠原流 
12．本堂前（北） 黄檗売茶流 松月流 
13．本堂前（南） 美風流 二條流 
14．鐘楼前 三癸亭賣茶流  黄檗松風流  

































































    












































































会の風景であり、図 3－13は 2011年に台湾の日月潭で開催された状況である。 
           
図 3－12：無我茶会風景（1995・中国）   図 3－13：無我茶会風景（2011・台湾） 














ここで「中華茶文化学会」によって行われた第 37 回の評茶会14を取り上げる。2012 年 12































































比べが行われた。似たような形式で、2013年 4月 2日から 20日の間に大規模な鑑賞茶会が 6
回行われた。獅峰龍井、獅峰老樹龍井、大佛龍井、碧螺春、蒙頂甘露、安吉白茶などの種類





     










   
図 3－18：交流茶会風景（2010）©柯一薰   図 3－19：茶席での音楽パフォーマンス（2010） 
©柯一薰 
 



































   








































































































































図 3－25日本                図 3－26台湾 
  
 
図 3－27中国            →（茶会内容の変化の 1例を示す）               





































































































茶の水仙という 3 種類の茶を飲み比べする内容であった。図 3－28 に示したように、3 つの
茶壺で 3種類の茶が入れられた。道具については、陶器茶壺、ガラス茶壺、磁器の聞香杯、
茶杯セットが用意された（図 3－29参照）。 
    
図 3－28：3つの茶壺で茶を入れる風景         図 3－29：道具の使用（2014） 





























































     
図 3－31：実習茶芸館正面（2010）©柯一薰     図 3－32：茶芸館の庭（2010）©柯一薰 
     





























    











































































    







あった。図 3－42、図 3－43を参照されたい。 
 
         
















































      
図 3－45：「孟臣温暖」作法        図 3－46：「精品鑑賞」作法 
（2010）©柯一薰                 （2010）©柯一薰 
      
図 3－47：「荷塘飄香」作法        図 3－48：「沐淋甌杯」作法  

































た 1911年頃に福建からの輸出量は 1億 1千万トン前後あったが 1927年には 1500万トンと最

































































1990 年 10 月に、杭州にて「第一届中国国際茶文化研究会」が開催された。その後「中国
国際茶文化節」に転じて、1992 年 3 月に湖南の常徳、1994 年 8 月に雲南の昆明、1996 年 5
月に韓国のソウル、1998年 10月に浙江の杭州、2000年 10月に広東の広州にて活動が行われ
た。この茶文化活動は 2011 年に筆者が調査した時点まで続けられてきた。2011 年 4 月に第
19 回中国国際茶文化節及び 2011 中国国際茶業博覧会が河南省の信陽にて開催された。茶文
化の交流活動は 2001年がピークであり、4月から 6月まで全国各地で行われた茶文化博覧会、


















































    
図 3－49：「元泰紅茶」開発の       図 3－50：実際の使用の様子©柯一薰 














    










                                                   
1 西山松之助『家元の研究 西山松之助著作第一巻』（新版）、吉川弘文館、1982年、本文 14
ページ。 
「家元」という言葉の初見について、初版の『家元の研究』（西山 1959、17ページ）に、享
保 3 年（1718 年）、茶道薮内流の五代目竹心の『茶道真向翁』に記されたのが初見であると
したが、それが誤りのため新版にて訂正された。西山は新版の前書きに訂正のことを言及し
た（西山 1982、前書き 8ページ）。 
2 西山松之助『家元の研究』（初版）、校倉書房、1959年。 
3 熊倉功夫『日本の近世 11』、中央公論社、1993年、38－39ページ。 
4 西山松之助『現代の家元』、弘文堂、1962年、223－224ページ。 
5 遲銘（北京市外事學校前校長）、范增平（中華茶文化学会理事長）への合同インタビューに
よる、2010年 7月 27日。 





10 2012年の第 57回全国煎茶道大会出展者への案内状による情報。 
11 茶席の半東による解説。 
12 無我茶会の内容及び形式について、蔡榮章『無我茶會 180 條』、中華國際無我茶會推廣協
139 
 





16  「泰元坊」公式サイト：http://www.bjtyf.com/最終閲覧 2014年 1月 5日。 
17 同上。 
18 天津首屆茶文化藝術節・交流茶会、2010年 7月 24日、中華花戲樓。 
19 中国評論新聞網参照
http://hk.crntt.com/doc/1021/4/5/7/102145728_7.html?coluid=93&kindid=5670&docid=10
2145728&mdate=0620005048最終閲覧 2013年 1月 8日。 








25 京都吉田大茶会 2014年度 5月 31日～6月 1日に開催。 









30 天津首屆茶文化藝術節・交流茶会、2010年 7月 24日、中華花戲樓。 




                                                                                                                                                     










































































              










       
図 4－3：唐代王室で使用され     図 4－4法門寺博物館が複製 














           
図 4－5：『茶器図解』による    図 4－6：中谷が復元した交床 図 4－7：釜をかけた 




















席飾りを説き、掛物や唐物道具などの用法や配置を記載している（図 4－8、図 4－9 参照）。
図 4－8は茶湯棚飾りの配置である。図 4－9は間中違棚の作りと道具配置図である。茶道具
の定位置は明確に記録され、このような傾向は後世の茶道文化の根に浸透していた。 
         












































































      













                  



























       





































     
図 4－31：「福慧庵」立礼茶席（2014）©柯一薰図 4－32：立礼茶席配置詳細（2014）©柯一薰 
  
作法は以下の通りである（図はすべて責任者の許可を得た上で筆者撮影）。 
（1） 始まり：一礼をする（図 4－33）。 











図 4－33（2014）©柯一薰       図 4－34（2014）©柯一薰 
  
図 4－35（2014）©柯一薰       図 4－36（2014）©柯一薰               
  




図 4－39（2014）©柯一薰       図 4－40（2014）©柯一薰 
  






















































す動作は 7 回もすると記載されているからである。7 回も湯を注ぐということは、湯の量は
相当多いと想定され、飲むときには分けて飲む可能性があると述べていた39。 


























         
図 4－43：遼 盤式風爐 進茶圖44              図 4－44：北宋 宋徽宗 文會圖45  
 
図 4－45：傳宋徽宗 烹茶備酒 十八學士圖卷46 
 










た湯をいれる道具の「湯瓶」であった。図 4－44、図 4－45 にも同じような配置が描かれて
いる。なお、この 2つの図には複数の湯瓶が炉にかけられたことが確認できる。 
そして、机に置かれた道具をみると、複数の茶碗と台以外に、大きめの鉢の形をした器が







































  凡欲點茶, 先須熁盞, 盞冷則茶沉, 茶少則雲腳散, 湯多則粥面聚。以一匕投盞內, 先注


















































         














































































































              
図 4－48：紫泥鑵67   図 4－49：「石山齋具圖譜」    図 4－50：「石山齋 
  による独茶鑵68         茶具圖譜」の茶鑵69 
 








図 4－52は図 4－48と似た形の後手式の茶壺である。 
          
図 4－51：提梁式持ち方©柯一薰    図 4－52：後手式持ち方©柯一薰 











したようである70。図 4－53 は『長崎名勝図絵』所収の唐館内の図である。図 4－54 はその
一部の拡大図である。 
先行研究によれば、売茶翁は 33 歳のとき（1707 年）に長崎に行って、当地の清人（中国
人）の喫茶法を学んで 57歳から煎茶道具を用いて売茶生活を始めたことが確実とされる。売
茶翁は煎茶の祖であり、最初に煎茶道具を使用した人物であるという説も多く見られる。 
   
























































































































































































































































































         






















          






















類似しており、図 4-62 の竹製茶盤のとおりである。図 4-63は、異なる素材（石）と形の茶
盤である。 
       







































ろう。17以下、16場に共通する道具は 6項、15場に共通する道具は 6項、14 場に共通する
道具は涼炉のみであるが、涼炉と炉（共通４場）は合わせて 16場で使用されているため、炉


















































            










図 4-66：『青灣茶會圖録 人』「第二席松下園」の煙盆127 
  
現在、茶道によく見られる抹茶道具の莨盆（煙草盆とも称する）を参照すると非常に類似
した。図 4－67参照。ほかに提梁がないタイプでもよく見られる。図 4－68参照。 
   
図 4-67：現代の煙草盆第 1例       図 4－68：現代茶席の煙草盆第 2 例 
（2013）©柯一薰             （2013）©柯一薰 















































































































































 図 4-69：湯鑵の第 1例130 
  
第 2 の例は、『青灣茶會圖録 地』の「第五副席紅易社」（図 4-70）における例であり、
























































            
        
１、風炉         ２、筥       ３、炭檛 
    
４、火筴  5、鍑         6、交床       7、夾  
    
8、紙囊        9、碾、        拂末 
185 
 
   
10、羅合          11、則        12、水方 
   
13、漉水嚢        14、瓢         15、竹夾 
    
16、鹺簋、掲       17、熟盂       18、盌 
      





22、滓方       23、巾 
  
24、具列                        25、都籃 
                                                   
1 『茶経』の底本は陸羽『茶経』沈冬梅（編）『茶経校注』、中国農業出版社、2006年を採用
する。また、成春庵松濤「茶就中煎茶に就て」を参照した。「茶就中煎茶に就て」『無影樹』、
1931年 11月 10日。 
2 『茶経』の中で、この 2つの道具は 1つの項目として書かれた。 























18 紫藤廬茶藝館テーマ茶会「宋代復元茶會」、2012年 5月 16日、紫藤廬茶藝館。紫藤廬茶藝
館のオーナーの周渝により宋代茶道具復元作業を行われた。 




























34 蔡襄『茶録』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書匯編 校注本上』、78ページ。 
35 同上、78ページ。 












44 遼 盤式風爐 進茶圖：河北宣化下八里遼五號墓後室西南壁壁畫（廖、前掲『宋代喫茶法與
茶器之研究』、252ページ）。 
45 北宋 宋徽宗 文會圖（一部）：國立故宮博物院蔵（廖、前掲『宋代喫茶法與茶器之研究』、
253ページ）。 
46 傳宋徽宗 烹茶備酒 十八學士圖卷（一部）：國立故宮博物院蔵（廖、前掲『宋代喫茶法與
茶器之研究』、256ページ）。 
47 『茶録』により、茶が少なく湯が多いと雲脚が散り、湯が少なく茶が多いと粥面が集まる。 
48 朱権『茶譜』鄭培凱・朱自振（主編）、前掲『中國歷代茶書彙編 校注本上』、173－177 ペ
ージ収録。 
49 同上、174ページ。 
50 東君も同じような指摘をしている（東君 1998、382ページ）。 
























67 楢林、前掲『煎茶の世界』、 36ページ。 
68 秋声館主人（編）「石山齋茶具圖譜」竹軒楽人、前掲『煎茶早学 下』、8ページ。 
69 同上、9ページ。 











                                                                                                                                                       
77 同上、26ページ。 
78 『常滑急須その成立期の様相』は常滑市民俗資料館平成 14年度特別展図録（2002年 10月
31日作成）となる。作者は明記していない。 
79 『常滑急須その成立期の様相』、常滑市民俗資料館平成 14 年度特別展図録、2002 年 10 月
31日、3ページ。 








E7%93%B7000065N000000000（最終閲覧 2014年 7月 21日）。 
86 山脇悌二郎『長崎の唐人貿易』、吉川弘文館、1964年、29ページ。 











96 国立台湾大学所蔵で、出版年は昭和 13年（1938年）と推定される。 
97 大枝「青湾茶話」林屋辰三郎・横井清・楢林忠男（編）、前掲『日本の茶書 2』、93ページ。 
98 同上、93ページ。 
99 張宏庸『台湾茶芸発展史』、晨星出版社、2002年、154ページ。 
100 鄭培凱・朱自振（主編）『中國歷代茶書匯編 校注本上』、商務印書館、2007 年、78 ペー
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121 同上『青灣茶會圖錄 地』、22ページ。 
122 大枝、前掲「青湾茶話」、98ページ。 
123 柳下亭、前掲「煎茶早指南」。 
124 「茶、就中煎茶に就て（七）」『無影樹』、昭和 6年（1931年）11月 10日 83号。 
125 田能村、前掲『青灣茶會圖錄 天』、19ページ。 




                                                                                                                                                       
128 坂田圭蔵『煎茶清玩規』、泉谷末三郎（発行）、1917年。 










第 5章 中国における茶芸作法 
 














































































































          








名詞となった。図 5－3は孟臣壺の 1例である。 
 








































































































































































































     
図 5－6：中国の蓋碗  図 5－7：「石山齋茶具圖譜」による 図 5－8：煎茶道泡瓶 
（2014）©柯一薰        茶碗38         （2014）©柯一薰 








































    




















図 5－11：易安居古蝶斜陽茶室内部©  図 5－12：茶道具配置（2014）©柯一薰 
（2014）©柯一薰 
 

























    













    










再び大量の湯をかける。ここで、温潤泡45をせず直接に茶を茶海に出す。図 5－17 は 1 回目
の湯を注いでいる様子である。湯は高位置から注ぐのが要領である。図 5－18は図 5－17の
次の作法である。再び低位置から湯をかける作法である。 
   















     





















   




壺、蓋付きの茶海と茶杯の一式が揃えられた。補充として図 5－23、図 5－24 を参照された
い。「天仁集団」によって設立された茶専門の博物館の「天福茶博物院」に展示された茶道具
（図 5－23）と実演に使われた道具（図 5－24）である。 
   
図 5－23：天福茶博物院に展示された   図 5－24：天福茶博物院での茶芸 
道具一式（2014）©柯一薰         実演（2014）©柯一薰 
 

























































       
図 5－25：「三合一」道具（2014）©柯一薰    図 5－26：「三合一」道具（家庭用） 



























































































































































































































































































































































































個室が設置されている。図 5－31、図 5－32、図 5―33はさまざまな様式の個室の様子である。 
      
図 5－30：老舍茶館四合茶院（2014）©柯一薰  図 5－31：座卓式の座席（2014）©柯一薰                                       
      















































        





























































































      
図 5－38：公道杯  図 5－39：茶盤（右）茶壺（左）   図 5－40：セットした状態 
（2014）©柯一薰   （2014）©柯一薰           （2014）©柯一薰 
 
    
図 5－41：茶杯（右）   図 5－42：聞香杯   図 5－43：茶荷（右）茶巾（左） 
聞香杯（左）茶墊（下） なしの組み合わせ   （2014）©柯一薰   





    
図 5－44：隨手泡     図 5－45：茶葉缶    図 5－46：茶道組81（2014）©柯一薰  






























































































































































12 清代第 6代皇帝清高宗（1711－1799年）。元号乾隆。在位期間 1735～1796年。 
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24 陸廷燦『続茶経』鄭培凱・朱自振（主編）『中國歷代茶書匯編 校注本下』、 商務印書館、
2007年、758－894ページ収録。 
25 同上、775ページ。 





収録。作者は第 4章第 2節でもとりあげた「石山齋具圖譜」（秋声館主人編 1829年）と同一
の人物。 




















37 呉橋春刀「竹田荘茶説 附載」竹軒楽人、前掲『煎茶早学 下』、5ページ。 
38 秋声館主人「石山齋具圖譜」、同上、12ページ。 











の茶）2013年 9月 13日、野村美術館）。中谷の作法として、ナトリウムが 33％の「藻塩」と















54 東晉の第一代の皇帝（276－323年）。在位期間 318－323年。 
55 陸羽『茶経』（沈冬梅編）、前掲『茶経校注』、48ページ（陸羽による引用）。 
56 唐、封演、中国哲学電子書計画指海版。http://ctext.org/wiki.pl?if=gb&res=375469 最
終閲覧 2014年 1月 13日。 
57 陸羽『茶経』沈冬梅（編）、前掲『茶経校注』、 81ページ。 
58 清、徐珂、國學導航 http://www.guoxue123.com/zhibu/0201/03qblc/095.htm最終閲覧 2012
年 12月 3日。 













68 同上、 72ページ。 
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72 朱家驥「品質之城變遷的開始 杭州茶館的發展之路」『中華合作時報』2011年 6月 28日。 






















第 6章 台湾茶芸作法に関する考察 
 


















































































































































その他、「総統府茶会」という特別な例もある。1999 年 5 月 24 日、外交人員を招待する
ため総統府によって茶会が行われた。茶会の形となっていたが内容としては台湾における
茶業発展史を紹介し、茶葉の展示、品茗活動を行うというものであった。品茗茶会を初め







の国から 27人の専門家が集まって茶葉生産の技術について研究会を行った。その後 Recent 




































































































































長さ 60センチ、幅は 48センチとし、机の真ん中に敷く。 
(5)茶具の位置 
机を 9 の格子に区切る。左側から右側まで、後側から前側までという方向で 1 から 9 ま
246 
 












































少調整できる。図 6－2と図 6－3は 2種類基本の並び方である。 
    
図 6－2：茶杯の基本配置例１8（2009）  図 6－3：茶杯の基本配置例 2（2014） 
















































































































































































































































































































































烏龍茶類に属した「鉄観音」を例とすると、一回目は 1分 10秒淹れる。二回目は 35秒、





























































































































































に座り、お茶をいれる。一人が 4 杯をいれると決めたら、出来上がったお茶の 3 杯を左側







































































































































                                                   
1 台湾最大の茶企業「天仁集団」の社長をはじめ、1989年 5月 14日に香港（香港返還の前）、
中国に訪問・交流活動を行った（『茶芸 096期』、1989年 7月）。 
2 1991年に中国・武夷山、1992年に日本・京都、1993年に韓国・ソウル、1995年中国・武
夷山、1997 年に台湾・台北、1999 年に中国・杭州、2001 年に日本・静岡、2004 年にシン
ガポール（予定だったが SARS の関係で取り消しになった）。2006 年に韓国・ソウル、イク




                                                                                                                                                     
4 張宏庸『台湾茶芸発展史』、晨星出版社、2002年、181ページ。 
5 2009年 3月 19日－20日、中華茶文化学会天成講堂において。 
6 幕末の石州流の茶人として名高い井伊直弼の作である。 
7 千宗室、千玄室（監修）『裏千家茶道』、財団法人今日庵、2004年、16－17ページ。 
























茶法 24則」を参照。図は「天福茶博物院」で行われた茶芸実演で撮ったものである。  
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である。図 7－1は盆の配置であり、図 7－2は袱紗をかけた状態である。 
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 図 7－1：表千家の盆の配置14         図 7－2：表千家の盆（袱紗をかけた状態） 
                      （2014）©柯一薰 










     
図 7－3：武者小路千家の配置     図 7－4：武者小路千家（テーブル上の配置）16 




















































































































           
図 7－5：茶碗をふいた後・裏千家（2014）  図 7－6：茶碗をふいた後・表千家 































































分けていれる。そして茶碗数は少なくとも 3つ、多くても 5つ。人が 10人にもなれば風炉 2
つに増加する。沈の考察によると、唐代の「一升」は現在の 600ml とする24。青木は「水一
升約わが三合25」と述べた。日本で一合は 180mlとする。この『茶経』に記載された「一升」











































































































全日本煎茶連盟 38流派を調査した限りでは、方円流が 27国内支部と 1の海外支部（台湾
支部）支部があり、国内に合計 123所の稽古教室がある。小笠原流の稽古場は家元教室 6教
室、そのほか 5330教室を持つ。また、海外のハワイ、ロスアンゼルス、北京、上海教室もあ
る。静風流は本部教室 6、全国各地に 33～55 以上の教室31があり、ブラジルに支部がある。
東阿部流は 44所の教室を持つ。織田流の教室数は 28、黄檗掬泉流の教室数は 19、美風流は










































































































茶碗 ○ ○ ○ ○ ○ ○
茶托
チャタク

















































































































































































































































































































































































































































































     

















































































































































































































































































































































































































小笠原流 花月菴流 小川流 方円流 静風流 東阿部流






2お菓子運び 1お菓子運び 2お菓子運び 2半東はお菓子を持
ちだす



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                          
8 同上、3ページ。 
9 田中仙堂『茶道のイデア』、茶道之研究社、1997年、14 ページ。 
10 同上、14ページ。 
11 同上、13－15ページ。 
12 裏千家「第 41 回学校指導者研修会・第 31 回学校茶道担当者講習会」（2010 年 6 月 24 日・25 日・26
日）による情報。 
13 千宗室『新版 裏千家茶道のおしえ』、日本放送出版協会、1984年、105ページ。 
14千宗左『表千家茶の湯』、主婦の友社、1957年、145ページ。 
15 茶道の作法に関して「点前」と「手前」という 2 つの呼び方がある。本稿では作法のこと「点前」と
いい、ここでの「手前」は動作の方向や位置を意味する。 
16 『NHK趣味悠々茶の湯武者小路千家茶の湯のある暮らし』、2009年 7月 1日、77ページ。 
17 利休道歌は利休百首とも呼ばれ、利休の教えを和歌の形式で表現するもの。本稿で『裏千家 入門必
携』（今日庵 2008）を参照したので「利休道歌」という言葉に沿う。 
18 今日庵『裏千家 入門必携』、財団法人今日庵、2008年、42ページ。 
19 2010年－2012年に茨城県つくばにある茶道グループ主宰の高坪による指導。 
20『NHK趣味悠々茶の湯武者小路千家茶の湯のある暮らし』、2009年 7月 1日、46ページ。 
































第 8章 結論 
 





























































































































































第 3 章では歴史的な考察の結果を踏まえて現代の茶文化状況について論じた。第 4 章では
茶道具の考察によって中国茶文化と日本茶文化の関連性を明らかにした。第 5 章から第 6






























































































































法の変化、道具の形の変化などが起きた状況が把握できた。第 5 章から第 7 章までは 3 地
域における作法を中心に論じた。 






































































































































http://ctext.org/wiki.pl?if=gb&res=375469最終閲覧 2014年 1月 
徐珂『清稗類鈔』國學導航 http://www.guoxue123.com/zhibu/0201/03qblc/095.htm最終閲
覧 2012年 12月 
耐得翁（南宋）『都城紀勝』百度文庫
http://wenku.baidu.com/link?url=qlAG4wxk2YX-uF5U77HBMYN7CEjdsuz5RjqS0XtrfHIAMgO8
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